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会
派
の

か
な
め
役
に

道
議
会
は
、
４
年
間
の
任
期

の
う
ち
前
期
後
期
で
議
会
や
委

員
会
、
会
派
役
員
を
交
代
す
る

こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
口
道
議
は
前
期
に
は
、
医

師
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

医
療
な
ど
を
議
論
す
る
保
健
福

祉
委
員
長
と
し
て
、
地
域
医
療

の
充
実
に
努
力
し
ま
し
た
。

そ
し
て
後
期
で
は
、
民
進
党
・

道
民
連
合
議
員
会
（
26
名
）
の

か
な
め
役
で
あ
る
幹
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

定
数
見
直
し
が

課
題

現
在
北
海
道
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
、
地
域
の
過
疎
対
策
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
維
持
問
題

や
空
港
の
民
営
化
な
ど
、
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
後
期
の
任
期
中
に
は
、

現
在
101
名
の
北
海
道
議
会
の
議

員
定
数
の
見
直
し
問
題
が
あ
り
、

人
口
減
少
と
地
域
の
過
疎
と
い

う
課
題
の
中
で
、
道
議
会
議
員

の
定
数
を
ど
う
決
め
て
い
く
か
、

会
派
間
の
調
整
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

水
林
と

総
合
交
通
に

ま
た
北
口
道
議
は
、
水
産
林

務
委
員
会
に
所
属
。
特
別
委
員

会
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
維

持
問
題
や
７
つ
の
空
港
を
一
括

民
間
委
託
な
ど
を
議
論
す
る
新

幹
線
・
総
合
交
通
対
策
特
別
委

員
会
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

正
副
議
長
も

交
代

ま
た
、
正
副
議
長
も
新
し
く

選
出
さ
れ
、
議
長
に
は
第
一
会

派
で
あ
る
自
民
党
・
道
民
会
議

か
ら
大
谷
亨
氏
（
十
勝
地
域
）
、

副
議
長
に
は
第
二
会
派
で
あ
る

民
進
党
・
道
民
連
合
の
勝
部
賢

志
氏
（
江
別
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

北海道議会 民進党・道民連合議員会

会派の幹事長に就任

「受動喫煙防止条例」

制定に向け、検討中

日本人は、２人に１人が癌に罹り、3 人に１人

が癌で亡くなっています。

特に北海道は、肺がんでの死亡率が全国一とな

っており、都道府県トップの喫煙率が要因ともい

われています。

このことから、道議会議員全員で構成する「が

ん対策議員の会」では、受動喫煙防止にのための

条例制定に向けた検討を開始し、関係団体との意

見交換会を実施しました。

北口道議は、保健福祉委員長を担当していたこ

ともあり、受動喫煙防止条例検討委員会の副委員

長として、議員提案の条例制定に向け、中心的役

割を担っています。

民
進
党
・
道
民
連
合
議
員
会
の
幹
事
長
に
就
任
（
６
月
６
日
か
ら
）
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第
２
回
定
例
会
は
、
会
期
を

７
月
７
日
ま
で
の
18
日
間
と
し

て
、
６
月
20
日
に
開
会
し
ま
し

た
。今

議
会
は
、
後
期
へ
の
折
り

返
し
議
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、

正
副
議
長
が
辞
職
し
、
議
長
に

は
大
谷
亨
氏
（
十
勝
地
域
）、
副

議
長
に
は
勝
部
賢
志
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
開
会
の
前
日
に

は
、
提
案
議
案
等
を
事
前
に
説

明
を
聴
取
す
る
前
日
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
保
健
福
祉
部
提
出

の
補
正
予
算
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
回
の
委
員
会
で

保
健
福
祉
委
員
長
を
辞
任
す
る

こ
と
か
ら
、
退
任
挨
拶
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

代
表
格
質
問
に

沖
田
氏

わ
が
会
派
の
代
表
格
質
問
に

は
、
沖
田
清
志
道
議
（
苫
小
牧

市
）
が
登
壇
し
、
今
議
会
で
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
路
線
維
持
問
題
を
は
じ
め
、

地
方
自
治
体
の
基
金
の
あ
り
方

や
空
港
運
営
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
来
年
度
か
ら
都
道
府
県

移
管
と
な
る
国
民
健
康
保
険
、

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
今

年
度
か
ら
始
め
た
道
立
病
院
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
働
き
方

改
革
、
種
子
法
の
廃
止
、
教
職

員
の
長
時
間
労
働
問
題
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

消
極
的
な

国
へ
の

要
望

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
維
持
問

題
で
、
沿
線
の
市
町
村
長
か
ら

「
北
海
道
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

知
事
が
先
頭
に
立
ち
、
国
へ
の

支
援
を
求
め
る
べ
き
」
と
の
声

に
対
し
知
事
は
、「
引
き
続
き
国

に
対
し
強
く
求
め
る
」
と
の
答

弁
は
し
た
も
の
の
、
路
線
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、「
有
識
者
の

ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
鉄
道

網
を
含
め
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
方
の
議
論
を
深
め
、

主
体
的
に
取
り
組
む
」
と
の
答

弁
に
と
ど
ま
り
、
す
べ
て
の
路

線
を
維
持
し
た
い
地
域
と
の
温

度
差
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

株
主
の

発
言
に

怒
り

Ｊ
Ｒ
問
題
は
、
国
策
の
失
敗

で
す
。
分
割
民
営
の
方
法
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
オ
ー

ル
北
海
道
で
国
に
対
す
る
支
援

を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
唯
一

の
株
主
で
あ
る
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
理
事

長
は
株
主
総
会
の
席
上
、「
路
線

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
着
実
に

進
め
て
ほ
し
い
」
と
の
注
文
を

つ
け
ま
し
た
。
こ
の
発
言
は
、

北
海
道
民
の
思
い
を
無
視
し
て

見
直
し
を
進
め
る
こ
と
を
求
め

て
お
り
、
北
海
道
の
現
状
や
課

題
を
理
解
し
な
い
発
言
に
、
強

い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
で

意
見
書

日
本
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

と
の
経
済
連
携
協
定
が
、
７
月

上
旬
に
も
大
筋
合
意
に
至
る
の

で
は
な
い
か
と
の
情
報
に
対
し
、

緊
急
を
要
す
る
課
題
と
し
て
、

６
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

乳
製
品
や
豚
肉
を
含
む
重
要
品

目
へ
の
必
要
な
措
置
及
び
国
民

へ
の
情
報
提
供
と
丁
寧
な
説
明

を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致

で
採
択
し
、
関
係
省
庁
へ
送
付

し
ま
し
た
。

補
正
に

70
・

５
億
円

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正

予
算
の
総
額
は
70
億
５
千
万
円
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
と
し
て
37

億
２
千
万
円
、
漁
港
の
施
設
改

修
に
３
億
９
千
万
円
。
新
規
事

業
と
し
て
は
、
若
者
の
移
住
を

促
す
事
業
費
と
し
て
２
６
０
０

万
円
、
働
き
方
改
革
を
取
り
組

む
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め

２
千
万
円
を
充
て
る
も
の
で
す
。

一 般 会 計 特 別 会 計 合 計

既決予算額 2,753,402,195 647,952,358 3,401,354,553

今回補正額 7,048,525 890,888 7,939,413

合 計 2,760,450,720 648,843,246 3,409,293,966

第
２
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
20
日
～
７
月
７
日
）

保
健
福
祉
委
員
長
と
し
て
退
任
挨
拶
（
６
月

日
）

第２回定例会で可決された補正予算
単位：千円
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�
C

下
川
山
岳
会
で
下
川
町
内
の
剣

山
を
登
山
（
４
月
２
日
）

クラシノソコアゲ街宣活動に同行（６月 3-4 日）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
４
月
～
６
月
）

朝日水力発電所建設促進期成会総会（６月５日） 朝日水力発電所建設で道企業局に要請（６月１日）

士別消費者協会定期総会で挨拶（４月 10 日）

わんぱくフェスティバルで献眼登録奉仕（５月 21 日）

ロナルド・グリーン在札幌豪州領事ご夫妻（6 月 26）

きたごりんファームでの田植え作業（5 月 20 日）

�
E

旭
岳
を
登
山
（
５
月
４
日
）

士別市シルバー人材センター定時総会（5 月 31 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
４
月
～
６
月
分
）

◆
４
月
28
日【
士
別
森
林
組
合
総

会
】
▼
士
別
地
区
森
林
組
合
（
大

西
義
光
代
表
理
事
組
合
長
）
の

通
常
総
会
に
出
席
し
、
森
林
環

境
税
（
仮
称
）
の
導
入
や
林
業

大
学
校
の
開
設
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
上
川
管
内
の
森
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
賞
に
は
、

士
別
市
温
根
別
町
の
高
橋
文
枝

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。

◆
５
月
２
日
【
受
動
喫
煙
防
止
条

例
＆
富
良
野
メ
ー
デ
ー
】
▼
今
日

は
、
道
議
会
の
超
党
派
で
構
成

さ
れ
て
い
る
受
動
喫
煙
防
止
条

例
検
討
委
員
会
に
出
席
し
、
条

例
の
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し

て
き
た
▼
ま
た
夜
に
は
、
第
88

回
富
良
野
地
区
メ
ー
デ
ー
集
会

（
猪
股
俊
弘
実
行
委
員
長
）
に

参
加
。
集
会
で
猪
股
実
行
委
員

長
は
、
｢メ
ー
デ
ー
は
労
働
者
の

祭
典
。
私
た
ち
の
労
働
環
境
を

改
善
す
る
に
は
政
治
闘
争
は
欠

か
せ
な
い
。
共
謀
罪
を
廃
案
に

追
い
込
み
、
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
を
勝
ち
取
ろ

う｣

と
ご
挨
拶
さ
れ
た
▼
そ
の

後
、
佐
々
木
隆
博
代
議
士
と
私

に
も
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

戦
前
の
治
安
維
持
法
に
よ
る
逮

捕
の
実
態
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
５
月
28
日【
富
良
野
地
区
森
林

組
合
総
代
会
】
▼
富
良
野
地
区
森

林
組
合
（
和
田
昭
彦
組
合
長
）

の
通
常
総
代
会
に
出
席
。
和
田

組
合
長
は
、「
地
方
創
生
の
カ
ギ

は
森
林
資
源
を
い
か
に
活
用
す

る
か
だ
。
森
林
を
木
材
と
し
て
、

燃
料
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

用
で
地
方
創
生
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
▼
ま
た
私
か
ら

は
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
や

北
海
道
が
検
討
し
て
い
る
森
林

大
学
校
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

と
こ
ろ
だ
。

◆
６
月
１
日
【
道
庁
及
び
台
北
駐

日
経
済
文
化
代
表
処
】
▼
牧
野
勇

司
士
別
市
長
と
と
も
に
、
士
別

市
の
課
題
で
あ
る
ホ
ス
ト
構
想
、

甜
菜
振
興
、
医
師
確
保
、
朝
日

水
力
発
電
所
の
建
設
な
ど
に
つ

い
て
、
北
海
道
庁
の
各
部
を
訪

問
し
、
要
請
及
び
意
見
交
換
を

行
っ
た
▼
そ
の
後
、
台
北
駐
日

経
済
文
化
代
表
処
札
幌
分
処
の

周
學
佑
処
長
を
訪
問
し
、
台
湾

と
の
経
済
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
６
月
13
日【
北
海
道
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
】
▼
民
生
委
員
制

度
創
設
１
０
０
周
年
記
念
「
北

海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」

が
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
北

海
道
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し

て
き
た
▼
北
海
道
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
に
は
、
全
道
各
地

か
ら
２
０
０
０
名
の
皆
さ
ん
が

参
加
。
冒
頭
、
永
年
勤
続
者
１

４
６
３
名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
、「
誰
も
が
人
ら
し
い
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
東
京
都
議
会
議
員
の
結
果
が

出
た
。
小
池
知
事
が
率
い
る
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が
圧
勝

し
、
自
民
党
は
過
去
最
低
の
23

議
席
に
止
ま
っ
た
▼
こ
れ
は
、

共
謀
罪
の
強
行
採
決
や
森
友
・

加
計
問
題
、
閣
僚
の
失
言
な
ど

が
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
▼
政
治

は
緊
張
感
が
必
要
だ
。
国
民
を

な
め
て
は
い
け
な
い
。
政
治
と

は
、
常
に
謙
虚
に
、
常
に
誠
実

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
国
民

か
ら
一
気
に
「
NO
！
」
を
突
き

つ
け
ら
れ
る
▼
私
も
３
期
目
折

り
返
し
に
な
っ
た
。
道
民
目
線

で
、
常
に
謙
虚
に
、
道
民
の
声

を
道
政
に
届
け
る
役
目
を
し
っ

か
り
果
た
そ
う
。（
ゆ
う
こ
う
） 北海道民生委員児童委員大会で挨拶

牧野市長と周學佑台北札幌分処長を訪問

士別地区森林組合通常総会で挨拶

富良野地区メーデー集会で挨拶

富良野地区森林組合総代会で挨拶


